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決算の概要
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１．当社を取り巻く環境

経済環境

世界的な景気後退で、日本の実体経済にも悪影響

一部製造業などで最悪期を脱しつつあるとの兆しもあるが、厳

しい状況続く

雇用悪化、個人消費低迷

小売では安売り圧力強まる

巣篭り消費

販売数量の業界全体は△２％

上位メーカーによる寡占が進む

不況の影響で自販機チャネル（職域・娯楽）が低迷

量販店プライベートブランドの拡大

飲料業界
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≪ 単体業績 ≫ ≪ 連結業績 ≫ （単位：百万円）

505

単

体

連

結

子
会
社

574

477飲料等の売上

飲料等の売上 27 飲料等売上 66

配送・自販機維持他 51
・三国フーズ
・三国アセプティック

53
13

その他売上 31

159

・三国ワイン
・三国サービス

11
4

・クリスタルコーヒー他 16

・三国ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ
・三国自販機サービス

37
12

子会社間

（売上高単位：億円）

２．決算の概要

◆ 事業の全体像

11

・新三国ﾓｰﾀｰｽﾞｻｰﾋﾞｽ 2

2009年 2008年 増減 2009年 2008年 増減

営業利益 724 874 △150 1,105 1,306 △200

経常利益 1,365 1,442 △76 783 1,324 △541

純利益 998 1,003 △4 412 706 △294
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３．第２四半期累計期間の業績

△41.7

△40.8

△15.4

△2.9

前年比

800

1,300

1,300

59,600

計画 増減前年増減2008年2009年【連結】

△375△294706412四半期純利益

△516△5411,324783経常利益

△195△2001,3061,105営業利益

△2,152△ 1,68759,13557,448売上高

単位：百万円・千ケース・％

△0.4

△5.3

△17.2

0.4

△3.3

前年比

1,000

1,500

1,000

53,500

27,210

計画 増減前年増減2008年2009年【単体】

△135△ 761,4421,365経常利益

△2△41,003998四半期純利益

△276△150874724営業利益

△3,039  21650,24450,461売上高

△1,613△86826,46525,597販売数量

前年実績は参考値として表示しています
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（単位：億円）

４．対前年増減主要因

【単体】

増減額 増減要因 増減額 2009年 2008年

・ 数量減少及び単価・構成差 △２６.９億円

・ 在庫一元化によるフーズ社向け売上など ２９.1億円 504.6 502.4

・ 売上総利益の減少 △１６.０億円 185.2 201.2

　販売数量の減少 △６億円

　単価差/構成差 △１０億円

・ 販管費の減少 １４.４億円 178.0 192.4

　フルサービス手数料の減少 ２.０億円 33.5 35.5

　物流関係費の減少 １.１億円 38.0 39.1

　労務費の減少 ２.６億円 37.3 39.8

　自販機関係費の減少 １.６億円 28.2 29.9

　広告販促費の減少 ４.３億円 15.6 19.9

　その他経費の減少 ２.８億円 25.4 28.2

・ 営業外損益の増加 ０.７億円 6.4 5.7

　営業外収益の増加 １.７億円 9.2 7.5

　営業外費用の増加 △１.０億円 2.8 1.8

・ 特別損益の減少 △０.２億円 △0.1 0.1

・ 法人税等の減少 １.０億円 3.5 4.5
当期純利益

△０.０億円
（１０.０→９.９）

経常利益
△０.７億円
（14.4→13.7）

売上高
２.２億円

（502.4⇒504.6）

売上総利益

営業利益

△１６.０億円
（201.2→185.2）

△１.５億円
（8.7→7.2）
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単体
（単位：億円）

２００８年営業利益

フルサービス手数料の減

物流関係費の減

労務費の減

自販機関係費用の減

広告販促費の減

その他経費の減

販売数量の減による売上総利益の減

単価/構成差による売上総利益の減

２００９年営業利益

８．７

７．２

＋1.1

＋2.6

＋1.6

＋4.3

▲10.0

▲6.0

５．営業利益増減内訳（対前年）

＋2.8

＋2.0
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（単位：億円）

６．対計画増減主要因

【単体】

増減額 増減要因 増減額 2 0 0 9 年 計画

・ 数 量減少 及び単価・ 構成 差 △４２.３億円

・ 他 ボトラー向け売 上な ど １１.９億 円 504 .6 535 .0

・ 売 上総利 益の減 少 △１８.８億円 185 .2 204 .0

　 販 売数量 の減少 △１２.０億円

　 単 価差/ 構成 差 △６． ８億 円

・ 販 管費の減少 １６.０億 円 178 .0 194 .0

　 フルサ ービス 手数 料の減少 ３.５億円 33 .5 37 .0

　 物 流関係 費の減少 １.９億円 38 .0 39 .9

　 労 務費の減少 ２.１億円 37 .3 39 .4

　 自 販機関 係費の減 少 ０.９億円 28 .3 29 .2

　 広 告販促 費の減少 ３.６億円 15 .6 19 .2

　 その他 経費の減少 ４.０億円 25 .3 29 .3

・ 営 業外損 益の増 加 １.４億円 6 .4 5 .0

　 営 業外収 益の増加 ２.２億円 9 .2 7 .0

　 営 業外費 用の増加 △ ０.８億円 2 .8 2 .0

・ 特 別損益 の減少 △ ０.１億円 △0 .1 -

・ 法 人税等 の減少 １.５億円 3 .5 5 .0

売 上高
△30 .4億円

（535.0⇒504.6）

売上 総利益
△18 .8  億円

（204.0→185.2）

当期 純利益
△０.０億円

（１０.０→９.９）

営 業利益
△2.8億円
（10.0→7.2）

経 常利益
△１.３億円
（15.0→13.7）
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単体
（単位：億円）

２００９年営業利益計画

フルサービス手数料の減

物流関係費の減

労務費の減

自販機関係費用の減

広告販促費の減

その他経費の減

販売数量の減による売上総利益の減

単価/構成差による売上総利益の減

２００９年営業利益

１０．０

７．２

＋1.9

＋2.1

＋0.9

＋3.6

▲6.8

▲12.0

７．営業利益増減内訳（対計画）

＋4.0

＋3.5
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２００９年上期活動結果
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１．２００９年 年間重点活動計画

営業力のJump!

コスト競争力のJump!!

人材のJump!!!

インドアフルサービス開発強化

カスタマーとの協働取り組み強化

取扱ＳＫＵ増によるスーパーでのシェアアップ

２支社制を導入、支社別の取組み強化

中古自販機の活用

全社BPRの推進

グループ内人材の交流強化

自ら「学ぶ」姿勢、企業風土の醸成

人材育成予算の増加

中期経営計画Jump!!! 及び 改革プランＪＵＭＰ

の基本的な考え方に基づいた重点活動計画

グループ総合力の向上
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２．２００９年上期重点活動結果

営業力のJump!

コスト競争力のJump!!

人材のJump!!!

自販機シェアアップキャンペーン（１～６月）

新増設３，０５２台 対計画１０２％

グループ内でのロケ紹介 １，３３６件

スーパーでの累計取扱ＳＫＵの拡大 ７％増加

効率的な機器投資による自販機経費抑制 ７７百万円

オペレーション適正化による廃棄コスト削減 ２６百万円

在庫･事務一元化 １８百万円

ＳＣＭ体制変更によるコスト削減 ２００百万円

全社ＢＰＲ推進

年間４００百万円程度の効果が見込める施策を実施

人材育成プランに基づき、延べ763名が研修を受講

グループ総合力の向上
新三国ﾓｰﾀｰｽﾞ･ｻｰﾋﾞｽ㈱の株式をＳＧﾓｰﾀｰｽ㈱へ譲渡

グループ各社で自販機設置ロケ紹介キャンペーンに取組み
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２００９年上期営業の概況

１．２００９年重点チャネル活動方針

２．チャネル／ブランド／パッケージ実績

３．フルサービスチャネル

４．スーパーチャネル
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１．２００９年重点チャネル活動方針（再掲）

◆２００９年のフルサービスチャネル活動方針

インドアマーケットシェアの拡大

インドアロケーション増加

パーマシンセールスアップ

環境提案を含めた魅力的な提案

台数集約ロケニーズへの対応

コカ・コーラゼロ配荷拡大

大型ペット価格訴求商品

Ｊリーグスポンサープロモーションを

最大限活用したシェア向上

消費者の低価格ニーズへの対応

取扱ＳＫＵの追加によるシェア拡大

◆２００９年のスーパーチャネル活動方針
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コカ・コーラゼロ、大型ＰＥＴ価格訴求商品の寄与により、スーパーが

前年比４％増

景気後退影響により、フル・サービスが前年比８％減 （単位：千ケース）

◆チャネル販売実績

２．チャネル／ブランド／パッケージ販売実績

◆09年1-6月チャネル別販売実績

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000 2009年

計画

2008年

2009年 7,401 2,265 7,644 8,288

計画 7,275 2,478 8,670 8,787

2008年 7,124 2,345 8,286 8,710

スーパー ＣＶＳ フルサービス その他
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２．チャネル／ブランド／パッケージ販売実績

◆チャネル別売上総利益構成の変化

フルサービスは数量を落としているが、総利益構成比は微増。

フルサービス

その他

ＣＶＳ

スーパー

２００９年 ２００８年

13.9

6.7

17.4

62.0

13.5

6.5

18.1

61.9

185億円
201億円

構成比（％）
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◆ブランド（ＢＩＧ６）販売実績

２．チャネル／ブランド／パッケージ販売実績

（単位：千ケース）

コークゼロが前年比４８％増

ジョージアのフル・サービスでの落ち込みが大きく、前年比１０％減

◆09年1-6月ブランド別販売実績

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000 2009年

計画

2008年

2009年 4,186 1,048 4,778 2,851 1,654 2,096

計画 4,224 744 5,492 3,139 1,756 2,476

2008年 4,178 610 5,335 3,117 1,758 2,106

コカ･コーラ コカ･コーラゼロ ジョージア アクエリアス 爽健美茶 ファンタ



ＭＩＫＵＮＩ Ｃｏｃａ・ＣｏｌａＭＩＫＵＮＩ Ｃｏｃａ・Ｃｏｌａ191919

２．チャネル／ブランド／パッケージ販売実績

◆ブランド別売上総利益構成の変化

その他

ファンタ

爽健美茶

ジョージア

コカ･コーラゼロ

コカ･コーラ

アクエリアス

重点であるＢＩＧ６の構成が高まっている。

２００９年 ２００８年

34.6

5.6
5.8
8.1

30.6

3.9

11.4

34.8

5.7
5.9
8.3

31.9

2.5

11.0

185億円
201億円

構成比（％）
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◆パッケージ販売実績

２．チャネル／ブランド／パッケージ販売実績

（単位：千ケース）

大型ＰＥＴ価格訴求商品の寄与により、２ＬＰＥＴが前年比６％増

１９０ＭＬ缶が前年比１４％減

◆09年1-6月パッケージ別販売実績

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000 2009年

計画

2008年

2009年 1,664 3,740 4,333 4,084

計画 1,563 3,563 4,357 4,949

2008年 1,565 3,537 4,273 4,747

１．５ＬＰＥＴ ２．０ＬＰＥＴ ５００ｍｌＰＥＴ １９０ｍｌ缶
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３．フルサービスチャネル

◆業種別販売実績

フルサービス不調の要因は、大きな構成比を占める職域での不振である

が、工場のライン停止や従業員削減が想像以降に影響を及ぼした。

◆09年1-6月フル･サービス 業種別販売実績

3.6%3.9%98.7%病院

31.6%30.3%88.6%職域

14.3%14.7%94.7%その他ﾉﾝﾎｰﾑ

8.6%9.4%101.3%交通

2.2%2.2%94.8%飲食店

2.3%2.2%88.5%その他ﾎｰﾑ

1.7%1.6%89.6%酒店

2.4%2.4%92.0%学校

22.3%22.4%92.7%娯楽

0.2%0.2%88.6%ＣＶＳ

7.4%7.3%90.9%スーパー

100.0%100.0%92.2%合計

3.3%3.2%89.0%官公庁

2008年2009年

販売構成比販売

前年比

業種

52.0%56.0%98.6%オフィス

48.0%44.0%82.2%工場

2008年2009年

販売構成比販売

前年比

業種
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３．フルサービスチャネル

◆自販機への取り組み

インドアを中心とした開発に取り組み、開発計画（新規、増設）を達成。

一方で収益性向上を図るべく、既存の非採算機の撤去を実施（１,９９０台）。

◆09年1-6月フル･サービス 開発実績/計画台数

3,052台 3,000台

61,519台 60,893台

◆09年＆08年6月末 フル･サービス 稼働自販機台数

2,600

2,800

3,000

3,200

実績 計画

56,000

58,000

60,000

62,000

2009年6月末 2008年6月末
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◆ＢＩＧ６実績

コカ・コーラゼロが計画比・前年比ともに大きく伸張

４．スーパーチャネル

◆09年1-6月スーパー BIG6販売実績 （単位：千ケース）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500 2009年

計画

2008年

2009年 1,315 536 451 1,851 778 649

計画 1,267 304 502 2,001 786 623

2008年 1,221 298 489 1,973 786 544

コカ･コーラ コカ･コーラゼロ ジョージア アクエリアス 爽健美茶 ファンタ
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４．スーパーチャネル

◆パッケージ別実績

コカ・コーラ、コカ・コーラゼロ、並びに、無糖茶価格訴求商品の貢献により、

２Ｌペットが伸長

ファンタふるふるシェイカー、ジョージアの不振により、190ＭＬ缶が減少

◆09年1-6月スーパー パッケージ別販売実績

（単位：千ケース）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500 2009年

計画

2008年

2009年 1,518 3,266 1,450 209 360 468 129

計画 1,450 3,075 1,523 218 453 440 117

2008年 1,423 3,003 1,432 223 458 468 117

１．５ＬＰＥＴ ２．０ＬＰＥＴ ５００ｍｌＰＥＴ その他ボトル １９０ｍｌ缶 缶その他 その他



ＭＩＫＵＮＩ Ｃｏｃａ・ＣｏｌａＭＩＫＵＮＩ Ｃｏｃａ・Ｃｏｌａ252525

82.0

94.6

87.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

2008年6月

計画

実績

◆コカ・コーラゼロへの取り組み

４．スーパーチャネル

コカ・コーラゼロの配荷をコカ・コーラレッドと同等にするための取り組みの

行い、計画達成には至らなかったが、販売数量の大幅増に繋がった。

ドラッグ店舗除く◆09年6月スーパー コカ・コーラゼロ１．５Ｌ ペット配荷率（％）

対計画 ▲6.8％
対前年 ＋5.8％
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0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

2009年 2008年

◆取扱ＳＫＵの追加によるシェア拡大

４．スーパーチャネル

取扱ＳＫＵの追加によるシェア拡大を目指し、取り組んだ結果が販売数量増に

繋がりシェア拡大に貢献。

◆09年1-6月スーパー 取扱ＳＫＵ数累計前年比較

227千243千

107％

◆09年1-6月スーパー 月別販売シェア前年対比（％）

※出典 インテージデータ

26.4

24.9
24.7

24.9 24.8

26.1

24.8

23.5

23.8 23.8

24.5

25.4

23

24

25

26

27

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

2009年

2008年
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２００９年下期計画
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△28.9

△8.1

△9.8

△1.8

0.0

前年比前年増減2008年

実績

2009年

下期計画

△1361,6711,535経常利益

△3461,198852純利益

△1601,6361,476営業利益

△1,10658,94557,839売上高

930,43630,445販売数量

１．下期業績計画

単位：百万円・千ケース・％

【単体】

9.5

△1.1

△7.8

△2.7

前年比前年増減2008年

実績

2009年

下期計画

1381,4501,588純利益

△272,4442,417経常利益

△1952,4902,295営業利益

△1,80966,96165,152売上高

【連結】
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（単位：億円）

２．対前年増減主要因（下期）

【単体】

増減額 増減要因 増減額 2 0 0 9 年 2 0 0 8 年

・ 単価/ 構成差 △７.０億円

・ 在庫一元化によるフーズ 社向け売上な ど △４.０億円 578 .4 589 .5

・ 売上総利益の減少 △５.１億円 212 .8 217 .9

　 単価/ 構成差 △５.１億円

・ 販管費の減少 ３.５億円 198 .0 201 .5

　 フルサービス 手数料の増加 △０.３億円 38 .9 38 .6

　 物流関係費の減少 １.９億円 42 .9 44 .8

　 労務費の増加 △０.７億円 40 .1 39 .4

　 自販機関係費の減少 １.６億円 32 .6 34 .2

　 広告販促費の増加 △０.８億円 18 .5 17 .7

　 その他経費の減少 １.８億円 25 .0 26 .8

・ 営業外損益の増加 ０.２億円 0 .5 0 .3

　 営業外収益の増加 ０.９億円 3 .6 2 .7

　 営業外費用の増加 △０.７億円 3 .1 2 .4

・ 特別損益の減少 △２.８億円 △0 .3 2 .5

・ 法人税等の減少 ０.７億円 6 .5 7 .2

売上高
△１１.０億円
（589.5⇒578.4）

売上総利益
△５．１億円

（217.9→212.8）

当期純利益
△３．５億円
（12.0→8.5）

営業利益
△１.６億円
（16.4→14.8）

経常利益
△１．４億円
（16.7→15.3）



ＭＩＫＵＮＩ Ｃｏｃａ・ＣｏｌａＭＩＫＵＮＩ Ｃｏｃａ・Ｃｏｌａ303030

単体
（単位：億円）

２００８年営業利益

物流関係費の減

自販機関係費の減

その他経費の減

単価/構成差による売上総利益の減

フルサービス手数料の増

労務費の増

広告販促費の増

２００９年営業利益

１６．４

１４．８

＋1.9

＋1.6

＋1.8

▲0.8

▲5.1

▲0.3

３．営業利益計画増減内訳（対前年）

▲0.7



ＭＩＫＵＮＩ Ｃｏｃａ・ＣｏｌａＭＩＫＵＮＩ Ｃｏｃａ・Ｃｏｌａ313131

２００９年下期重点活動計画
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１．フルサービスチャネル

◆２００９年下半期のフルサービスチャネル活動方針

インドアマーケットシェアの拡大（継続）

インドアロケーション増加

パーマシンセールスアップ

環境提案を含めた魅力的な提案

台数集約ロケニーズへの対応

継
続

追
加 ＨＯＴ商品販売の最大化多売価戦略による自販機活性化
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１．フルサービスチャネル

◆多売価/新機能商品の展開による消費者ニーズへの対応

ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ/低売価 高機能/高売価新機能/低売価

秋冬ラインナップにてアイテム増強
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HOT製品販売構成比

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

2008/9/1 2008/10/1 2008/11/1 2008/12/1 2009/1/1 2009/2/1

精算日

販
売
構
成
比

スーパー

その他

学校

娯楽

交通

職域

病院

アウトドア

HOT製品販売構成比
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スーパー

その他

学校

娯楽

交通

職域

病院

アウトドア
最小ＨＯＴ

最適
ＨＯＴ

１．フルサービスチャネル

販売状況に応じたＨＯＴコラムを作成

ジョージア リシーラブル カテゴリー充足

◆ＨＯＴ商品販売の最大化
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２．スーパーチャネル

◆２００９年下期のスーパーチャネル活動方針

取扱ＳＫＵの追加によるシェア拡大

最盛期に向け主力ブランド

（コカ･コーラ、アクエリアス、

爽健美茶）中心の活動

クリスマス・年末商戦に向けた
売場の獲得、チラシ獲得活動

第３Ｑ活動計画

第４Ｑ活動計画

1.ＢＩＧ６計画 （販売数量前年比）

２.取扱ＳＫＵ数計画（１店舗当り）

49.2品（対08年下半期 +5品）

３.シェア

25.5％（対08年下半期 +0.5Ｐｔ）

50.0

100.0

150.0

計画 109.0 140.0 101.4 104.2 103.1 105.7

コカ･コーラ
コカ･コーラ

ゼロ
アクエリアス 爽健美茶 ジョージア ファンタ
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２．スーパーチャネル

◆カスタマー協働取り組みについて

ＰＯＳデータ入手、棚割主幹獲得に向けた購
買者調査、商圏分析データによる提案

ＦＳＰを活用した品揃え/販促の提案

カスタマーとの協働プロモーションの実施

実験店舗を設け飲料定番の売上に及ぼす
効果検証を実施した次期棚割の作成

カスタマーとの協働プロモーションの実施

取組内容

１０４．７%
（前年比）

７－１２月

計画

１－６月

結果

データに

基づいた棚割提案
Ｃ

店頭を共同管理

（品揃え/販促提案）
Ｂ

１０５．２%
（前年比）

カテゴリーパートナー

として飲料カテゴリー

を共同管理

Ａ

カテゴリーマネジメントを通して、価格販促に頼らないセールスアップに繋げる
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２．スーパーチャネル

◆取扱ＳＫＵの追加によるシェア拡大

8月

・8月下旬 ヨーロピアンリニューアル
・9月初旬 秋冬全国プロモーション

売り場の獲得と活性化を連動
コア４品の強化＋新商品追加

9月
◆ジョージア

・9月上旬２ＬＰＥＴを発売

・緑茶大型ＰＥＴコア製品
の位置付けとして、
スーパーチャネルでの売上
強化を図る

◆綾鷹２Ｌ
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２．スーパーチャネル

◆取扱ＳＫＵの追加によるシェア拡大

10月 11～12月

・10月下旬に秋冬ｼｰｽﾞﾝにおける
飲用機会創出と機能強化を図った
リニューアル予定

・クリスマス商戦、パーティー
シーズンに需要の高まる炭酸カテ
ゴリーを中心とした露出の増大と
プロモーションを連動

◆炭酸カテゴリー◆アクエリアス ビタミンガード

リニューアル予定
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２．スーパーチャネル

◆ＨＯＴ商材の販売拡大

◆ＨＯＴ商材

１０～１２月１０～１２月

販売機材を有効活用し、ＨＯＴ商材の販売拡大を図る

最重点

補完
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２００９年通期計画
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△16.0

△6.9

△12.4

△0.8

△1.5

前年比前年増減2008年

実績

2009年

通期計画

△2133,1132,900経常利益

△3512,2011,850当期純利益

△3102,5102,200営業利益

△889109,189108,300売上高

△86056,90156,042販売数量

１．通期業績計画

単位：百万円・千ケース・％

【単体】

△7.2

△15.1

△10.4

△2.8

前年比前年増減2008年

実績

2009年

通期計画

△1562,1562,000当期純利益

△5683,7683,200経常利益

△3963,7963,400営業利益

△3,496126,096122,600売上高

【連結】
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用語集

関東４社（三国・セントラル・東京・利根）で共同出資している製造会社。ＣＣＥＪＰ

ビジネスプロセスリエンジニアリングの略。業務効率化を図ること。ＢＰＲ

その他

ふた付きの容器。ペットボトル、ボトル缶など。リシーラブル

パッケージ関係

ファンタ。

コカ･コーラシステムで重点として取組む６ブランド。コカ･コーラ、コカコーラゼロ、ジョージア、アクエリアス、爽健美茶ＢＩＧ６

ブランド

フリークエントショッパープログラムの略。ロイヤルティマーケティングの一環であり、顧客情報の獲得もできる。ＦＳＰ

ストックキーピングユニットの略。単品、最小管理単位。ＳＫＵ

スーパー関係

自販機の中で多様な売価の品揃えをし、お客様のニーズに応えるコラム戦略。多売価戦略

自販機１台当たりのセールス。パーマシンセールス

屋外の自販機で、不特定多数の方が利用できるロケーション。アウトドア

屋内の自販機で、比較的お客様が限られるロケーション。インドア

フルサービス関係

コンビニエンスチェーンにおける手売り販売。ＣＶＳ

自販機を当社が直接設置し、管理（製品補充・売上金管理等）する方式。フルサービス

チャネル
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この資料に掲載しております当社の計画及び業績の見通し、戦略など
は、発表日時点において把握できる情報から得られた当社の経営者の
判断に基づいています。あくまでも将来の予測であり、下記に掲げて
おります様々なリスクや不確定要素により、実際の業績と大きく異な
る可能性がございますことを、あらかじめご承知置きくださいますよ
うお願い申し上げます。

・市場における価格競争の激化

・事業環境を取り巻く経済動向の変動

・資本市場における相場の大幅な変動

・上記以外の様々な不確定要素


